
Ⅴ 生活衛生部の業務概要



第 １ 医療薬事課の業務
第1-1 医事薬事チームの業務

１ 医 務

「いつでも」「どこでも」「等しく」保健医療サービスを受けられる包括的な供給体制の確立を

目指し、医療体制の整備、医療施設の指導・監督、許認可等の幅広い業務を行っています。

(1) 医療施設 （平成21年3月 1日現在）

区 分 病 院 診 療 所 歯 施 歯 助
病 床 数 有 床 無床 科 術 科 産

施 精神 結核 感染症 療養 一般 施 病 床 数 施 診 所 技 所
市町村 設 設 一般 療養 設 療 工

数 数 数 所 所
須賀川市 7 215 22 6 212 849 7 100 0 51 38 44 13 1
田 村 市 1 40 8 116 15 16 16 35 9
鏡石町 9 3 11 3
天栄村 5 2 1 2

岩瀬郡 14 5 12 5
石川町 1 8 10 8 14 3
玉川村 4 2 5
平田村 1 112 30 3 3 2
浅川町 5 2 4 1
古殿町 3 2 1

石川郡 1 112 30 1 8 25 17 26 4
三春町 1 86 1 19 11 6 13 2
小野町 1 30 36 83 4 62 4 6 8 2

田村郡 2 30 36 169 5 81 15 12 21 4
管内計 11 215 52 6 360 1,088 21 305 15 121 88 138 35 1

※ 施術所数：出張専門は含まず。

(2) 医療従事者数（総務課担当） （平成18年12月31日現在）

区分
医 師

歯 科
薬剤師 保健師 助産師 看護師

准 看 歯 科 歯 科
市郡名 医 師 護 師 技工士 衛生士
須賀川市 103 41 102 32 26 552 322

岩 瀬 郡 9 7 16 6 17 21

石 川 郡 24 25 36 21 63 102

田 村 郡 29 13 24 13 11 93 81

田 村 市 28 22 31 18 60 123

管 内 計 193 108 209 90 37 785 649 62 89

(3) 医療従事関係者・免許申請手続きについて

厚生労働大臣、都道府県知事の免許申請等の手続きを行っています。

ア 厚生労働大臣

医師、歯科医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、臨床検査技師、衛生検査技師、歯科技

工士、診療放射線技師、理学療法士、作業療法士、視能訓練士



イ 都道府県知事

准看護師

次に掲げる免許は、保健所では手続きできません。

～厚生労働大臣指定登録機関へ直接申請することになっています～

歯科衛生士、救急救命士、あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師、

柔道整復師、臨床工学技士、義肢装具士、言語聴覚士

(4) 医療監視実施状況

関係法令に適合しているか立入検査を実施し、適正な医療が提供されるよう指導しています。

（平成20年度）

病 院
診 療 所

施術所 歯科技工所 合 計一 般 歯 科
11 55 1 6 0 72

２ 救急医療（県中地域保健医療圏：郡山市含む）（平成20年4月１日現在）
安心して快適な生活を過ごすため、突然起こる災害、事故、急病に対してその症状、状態、程度

などに応じ、必要かつ適切な医療が受けられるよう救急医療体制を整備しています。
(1) 初期体制（第一次）（入院を必要としない軽症者に対するもの）
ア 休日・夜間急患センター

名 称 所 在 地 開 設 者
郡山市休日・夜間急病ｾﾝﾀｰ 郡 山 市 郡山市
須賀川地方休日夜間急病診療所 須賀川市 須賀川地方保健環境組合

イ 在宅当番医制

地 域 名 実施主体
郡 山 市 郡山医師会

田村市・田村郡 田村医師会
石 川 郡 石川郡医師会

(2) 第二次体制（入院を必要とする中等症・重症患者に対するもの）

ア 病院群輪番制

地 域 名 市 郡 名 参加病院数 参 加 病 院 名
郡 山 市 今泉西病院・太田熱海病院・太田西ノ内病院

郡 山 田 村 市 7 寿泉堂綜合病院・総合南東北病院・星総合病院
田 村 郡 保科病院

須賀川 須賀川市 3 池田記念病院・公立岩瀬病院・須賀川病院
岩 瀬 郡

イ 救急病院

市 郡 名 病 院 数 病 院 名
今泉西病院・太田熱海病院・太田西ノ内病院

郡 山 市 8 桑野協立病院・寿泉堂綜合病院・総合南東北病院
星総合病院・保科病院

須賀川市 4 公立岩瀬病院・独立行政法人国立病院機構福島病院
石 川 郡 須賀川病院・ひらた中央病院



ウ 救急協力病院（診療所）

市 郡 名 医療機関数 医 療 機 関 名

郡 山 市 2 佐藤胃腸科外科病院・菁莪堂栗山外科胃腸科医院

田村市・田村郡 3 町立三春病院・大方病院・白岩医院

(3) 第三次体制（生命の危機が切迫している重篤患者に対するもの）

救命救急センター

（財）太田綜合病院附属太田西ノ内病院（郡山市西ノ内二丁目5－20）

３ 薬 事

(1) 薬事関係営業

薬事法に基づき、保健衛生の向上を図るため、医薬品・医薬部外品・化粧品及び医療機器につ

いて、監視・指導を実施しています。

ア 薬事関係営業者数 （平成21年3月31日現在）

区分 医 薬 品 部 化 医療機器

薬 製造業 一般 薬 特例販売業 配 外 粧 製 修 販高 販管

専 薬 小 卸 種 甲 農 医 歯 空 置 品 品 売度 売理

商 療 販 製 製 造 理 ・管 ・医

販 用 売 造 造 賃理 賃療

局 業 局 売 売 売 種 協 ガ 科 港 業 業 業 業 業 貸機 貸機
市町村 業 ス 業器 業器
郡 山 市 127 7 10 67 31 26 1 9 49 214 841

須賀川市 29 3 2 3 1 5 4 1 5 1 5 1 27 145

田 村 市 14 1 7 8 5 1 2 1 10 53

鏡 石 町 4 1 2 1 1 1 3 25

天 栄 村 2 1 1 1 2 4

石 川 町 8 3 1 6 1 2 59

玉 川 村 2 1 1 1 7

平 田 村 1 1 1 1 9

浅 川 町 3 1 1 1 1 15

古 殿 町 1 2 1 9

三 春 町 4 2 1 3 30

小 野 町 4 1 4 1 1 2 37

合 計 199 11 18 7 68 62 1 14 1 38 1 5 18 50 267 1224



イ 薬局・医薬品等販売業等の許可等事務処理件数 （平成20年度）

区 分 新 規 更 新 書 換 再 交 変更 休廃止 届出済 販売先 承 認 配 置

交 付 付 届 等 届 証交付 変 更 従事届

薬 局 13 5 569 7

(薬局)医薬品製造販売業 1 0 2 5

薬局製造販売医薬品製造業 1 0 2 5 17

一 般 販 売 業 0 0 4 1

卸 売 一 般 販 売 業 6 1 58 6 2

薬 種 商 9 0 11 18

特 例 販 売 業 0 0 2

配 置 販 売 業 4 2 4 1

配 置 身 分 証 明 書 26 28 3 1 139

高度管理機器販売業 36 0 4 140 24

管理医療機器販売業 110 25 94 10

合 計 206 36 7 1 815 163 10 2 17 139

ウ 医薬品等製造業等の許可等事務処理件数 （平成20年度）

区 分 新規 更新 区分 区分 書換 変更 休廃 品目 化粧品製 製品届 承認
追加 変更 交付 届 止届 廃止 造販売届 廃止 整理

医 薬 品 製 造 販 売 業 2
医 薬 品 製 造 業 1 1 1 22 3 2
医薬部外品製造販売業 1
医 薬 部 外 品 製 造 業 1 2
化 粧 品 製 造 販 売 業 1
化 粧 品 製 造 業 2 5 1
医療機器製造販売業 5 1
医 療 機 器 製 造 業 4 18 1 1 1
医 療 機 器 修 理 業 4 3 5 4 36 5

合 計 9 7 6 4 87 16 3 1

(2) 医薬分業
医薬分業の推進を図り、医薬品の適正で安全な使用と医療の質の向上を目指しています。

処方せんの発行及び応需状況
年 度 応需枚数 応需薬局数 発行医療機関数 処方せん受け取り率

平成10年度 1,652,960 105 92 31.5
平成11年度 1,909,747 107 121 34.8
平成12年度 2,201,861 113 134 37.8
平成13年度 2,130,940 129 137 40.7
平成14年度 2,229,815 130 156 42.9
平成15年度 2,213,280 138 181 45.4
平成16年度 2,491,196 160 205 51.6
平成17年度 2,719,415 165 205 51.7
平成18年度 2,808,986 180 238 54.3
平成19年度 2,927,405 181 249 55.9
平成20年度 2,949,488 187 267



(3) 血液確保
安全な輸血用血液を確保するため、地域住民に献血思想の普及啓発に努めるとともに、事業所

訪問や街頭献血キャンペーン等を実施し、血液の確保に努めています。
平成14年度からは、移動献血会場にて骨髄バンクドナー登録会を行い、登録の推進に貢献して

います。

ア 献血実績
区 分 献血者数(人) 200ｍｌ(人) 400ｍｌ(人) 成 分(人) 達成率（％）
平成12年 7,280 2,871 3,831 578 87.7
平成13年 7,105 2,734 3,784 587 86.9
平成14年 6,891 2,687 3,701 503 84.1
平成15年 6,577 2,503 3,546 723 81.5
平成16年 5,970 2,411 3,166 393 73.9
平成17年 6,011 2,224 3,648 139 97.3
平成18年 5,883 2,035 3,848 - 95.3
平成19年 5,813 1,469 4,344 - 96.2
平成20年 6,164 1,520 4,644 - 101.7

献血目標達成率:12年度以降は人数で計算。

イ 愛の血液街頭献血キャンペーンの実施
(ｱ) 平成20年7月26日（土）

ロックタウン須賀川
献血者数：88人

(ｲ) 平成20年7月29日（火）
リオンドール船引店（午前） ショッピングセンターふねひきパーク（午後）
献血者数： 102人

ウ 市町村別献血実績（平成20年度）

市 町 村 名 須賀川市 田村市 鏡石町 天栄村
献 血 者 数（人） 2,767 924 417 135
達 成 率 （％） 124.5 78.8 118.5 76.7
対前年度比 （％） 109.8 100.4 105.8 88.2
400ml 献血者数(人) 2,126 723 306 105

内 献血 達 成 率(％) 119.0 76.8 108.1 74.5
訳 200ml 献血者数(人) 641 201 111 30

献血 達 成 率(％) 146.7 87.4 160.9 85.7
献血車１稼働当たり献血者数 43.9 38.5 52.1 45.0

市 町 村 名 石川町 玉川村 平田村 浅川町 古殿町
献 血 者 数（人） 454 170 283 145 170
達 成 率 （％） 88.3 81.7 141.5 74.4 97.7
対前年度比 （％） 100.0 106.3 192.5 89.0 91.9
400ml 献血者数(人) 280 141 219 110 123

内 献血 達 成 率(％) 67.8 84.4 136.0 70.1 87.9
訳 200ml 献血者数(人) 174 29 64 35 47

献血 達 成 率(％) 172.3 70.7 164.1 92.1 138.2
献血車１稼働当たり献血者数 37.8 42.5 47.2 36.3 42.5



市 町 村 名 三春町 小野町 管内計
献 血 者 数（人） 432 267 6,164
達 成 率 （％） 82.9 81.7 101.7
対前年度比 （％） 102.9 89.9 106.0
400ml 献血者数(人) 317 194 4,644

内 献血 達 成 率(％) 75.7 73.8 95.3
訳 200ml 献血者数(人) 115 73 1,520

献血 達 成 率(％) 112.7 114.1 127.7
献血車１稼働当たり献血者数 36.0 29.7 41.4

(4) 骨髄バンクドナー登録（平成20年度）

・受付件数：229名

４ 毒物劇物

毒物及び劇物取締法に基づき、保健衛生上の危害を防止するため、製造業者、販売業者及び業務

上毒物劇物を取扱う業者等の監視・指導を実施しています。

(1) 毒物劇物営業者数 （平成21年3月31日現在）

区分 販 売 業 業務上取扱者
特定毒物

製造業 輸入業 一 般 農業用 特 定 電気メ 金属熱 運送業 研 究 者市町村 品 目 品 目 ッキ業 処理業
郡 山 市 8 - - - 6 2 10 6
須賀川市 1 16 27 3 1
田 村 市 9 24
鏡 石 町 1 3 2
天 栄 村 1 2
石 川 町 5 8
玉 川 村 1 3
平 田 村 2 2
浅 川 町 3 2 1
古 殿 町 2 2
三 春 町 1 6 6
小 野 町 1 4 6
合 計 11 1 52 84 0 10 2 10 7

(2) 販売業者の登録等の処理件数 （平成20年度）

区 分 新 規 登録更新
登録票

変更届 責任者 廃 止
書換交付 再交付 変更届

販 一 般 4 1 2 2 4
売 農業用品目 4 1 1 17 2
業 特 定 品 目
特定毒物使用者
特定毒物研究者

合 計 8 1 1 3 19 6



５ 麻薬・覚せい剤・大麻・向精神薬

麻薬向精神薬取締法等関係法令に基づき指導取締を行っています。

(1) 麻薬取扱者数 （平成21年1月1日現在）

麻薬卸 麻薬小 麻薬施用者 獣医師 麻薬管 麻 薬 特定麻薬等原料
売業者 売業者 医 師 歯科医師 理 者 研究者 卸 小 売 業 者

合計

5 153 821 21 25 72 3 17 1,117

(2) 免許申請等事務処理件数 （平成20年度）

区 分 新 規 書換交付 再交付 廃 止
卸 売 業 者

麻 小 売 業 者 10 4 5
施 用 者 118 104 3 84

薬 管 理 者 8 2 5
研 究 者

特定麻薬等原料卸・小売業者

覚 施 用 者
せ 研 究 者
い 原 料 研 究 者
剤 原 料 取 扱 者

大 麻 研 究 者
向 製造製剤業者
精 試 験 研 究 者
神 卸 業 者

合 計 136 110 3 94

(3) 不正栽培けし抜去本数 7,029本 （平成20年度）

６ 薬物乱用防止事業

シンナー・覚せい剤等の薬物乱用を防止するため、保護司・民生児童委員・薬剤師等からなる地

区薬物乱用防止指導員協議会と連携のもと、小・中・高校生や地域住民に対し、啓発活動を実施し

ています。

(1) ６２６ヤング街頭キャンペーン（４地区で実施）

郡山地区：ザ・モール郡山 須賀川地区：ＪＲ須賀川駅前

田村地区：リオンドール船引店

石川地区：県立石川高校前・学校法人石川高校前・県立小野高校平田分校前

(2) 薬物乱用防止教室

小学校数：2校（参加生徒数：137名）、中学校数：9校（参加生徒数：1536名）

(3) 薬物乱用防止スクールキャラバンカー

小学校数：5校（参加生徒数：383名）、中学校数：5校（参加生徒数：537名）

(4) 薬物乱用防止指導員研修会

期 日：平成21年 2月17日（土）

場 所：郡山労働福祉会館大ホール

参加者：76名（うち学校関係者：10名）



第 １ 医療薬事課の業務
第1-2 感染症予防チームの業務

１ 感染症・感染症患者の発生状況
感染症対策については、新型インフルエンザの問題を始め国際的にもその重要性が指摘

され、国民の関心も高まってきています。感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に
関する法律（感染症法）が平成11年に制定、施行されてから、感染症を取り巻く諸状況は
大きく変化しており、平成15年にはSARS対策等への対策の一環として法改正が行われ、平
成18年には病原体等の取り扱いの規制、感染症の分類の見直し等、生物テロや事故等によ
る人為的感染に対処可能な感染症対策の強化を図るための改正が行われました。さらに、
平成20年には、新型インフルエンザに対する対応を図るための改正が行われました。

一 ～ 五類感染症（平成20年度） 定 点 把 握（平成20年）
感染症分類

二類感染症 三類感染症 四類感染症 五類感染症

疾 病 名 腸管出血性 ツツガムシ病 週 報 月 報
結 核 大腸菌感染症 アメーバ赤痢 (小児科定点) (性感染症定点)

細菌性赤痢 風しん、麻しん

発 生 件 数 ２４ ６ １８ 5,320 44

２ 予防接種実施状況（定期）
予防接種は、その実施によって伝染の恐れのある疾病の発生、まん延を予防し、公衆

衛生の向上及び増進に寄与するとともに、予防接種による健康被害の迅速な救済を目的
として予防接種法に基づいて実施されています。
予防接種法による定期予防接種は市町村長が行うこととされており、一類疾病の予防

接種の対象者は、予防接種を受けるように努めなければならないこととされています。(努
力義務)二類疾病の予防接種の対象者については努力義務が課されていません。

（１）一類疾病

対象疾病 ワクチン 対象者 標準的な接種期間 回数

ジフテリア 沈降精製百日 1期初回 生後3月から90月 生後3月から12月 3回
百日せき せきｼﾞﾌﾃﾘｱ破
破傷風 傷風混合ﾜｸﾁﾝ 1期追加 生後3月から90月 1期初回接種終了 1回

（DPT) (1期初回終了後6月以上の間 後12月～18月
隔をおく)

沈降ｼﾞﾌﾃﾘｱ破 2期 11歳～13歳 11歳から12歳に達 1回
傷風混合ﾄｷｿｲ するまでの期間
ﾄﾞ（DT)

急性灰白髄 経口生ﾎﾟﾘｵﾜｸﾁ 生後3月から90月 生後3月から18月 2回
炎(ﾎﾟﾘｵ) ﾝ

麻しん 乾燥弱毒麻し 1期 生後12月から24月 1回
風しん ん 風 し ん

（MR)混合ﾜｸ 2期 5歳～7歳 1回
ﾁﾝ
乾燥弱毒麻し 3期 13歳(中1相当) 3期・4期は平成20 1回
んﾜｸﾁﾝ 年度から5年間実
乾燥弱毒風し 4期 18歳(高3相当) 施 1回
んﾜｸﾁﾝ

日本脳炎＊ 日本脳炎ﾜｸﾁﾝ 1期初回 生後6月から90月 3歳～4歳 2回



1期追加 生後6月から90月 4歳～5歳 1回
(1期初回終了後1年）

2期 9歳～13歳 9歳～10歳 1回

結核 BCG 生後6月まで 1回
やむを得ない場合は1歳未満

＊日本脳炎については、現行の日本脳炎ワクチンの使用と重症 ADEM(急性散在性脳髄膜
炎）との因果関係があるとの判断から、日本脳炎予防接種の積極的勧奨は差し控える旨
の通知が市町村に対して行われています。

(平成20年度)
第1期 DPT 第２期 ポリオ

市・郡 １回 ２回 ３回 追加 （DT) １回 ２回
須賀川市 接種者 790 750 746 693 745 712 670

対象者 713 713 713 703 842 713 713
接種率 110.8 105.2 104.6 98.6 88.5 99.9 94.0

田村市 接種者 268 249 256 282 393 267 278
対象者 271 253 283 380 438 304 362
接種率 98.9 98.4 90.5 74.2 89.7 87.8 76.8

岩瀬郡 接種者 169 169 119 171 213 159 150
対象者 189 189 192 218 218 178 171
接種率 89.0 89.0 62.0 78.0 98.0 89.0 88.0

石川郡 接種者 357 344 338 402 421 362 355
対象者 550 440 455 612 441 547 595
接種率 65.0 78.0 74.0 66.0 95.0 66.0 60.0152

田村郡 接種者 220 205 193 212 245 148 152
対象者 225 253 301 266 425 228 229
接種率 97.8 81.0 64.1 79.7 58.0 65.0 66.4

管 内 接種者 1,804 1,717 1,652 1,760 2,017 1,648 1,605
対象者 1,948 1,848 1,944 2,179 2,364 1,970 2,070
接種率 92.6 92.9 85.0 80.8 85.3 83.4 77.5

麻しん・風しん（MR)混合 麻しん（単抗原） 風しん(単抗原)
市・郡 １期 ２期 ３期 ４期 1期 2期 3期 4期 1期 2期 3期 4期
須賀川市 接種者 641 731 731 724 1 2

対象者 740 788 857 897
接種率 86.6 92.8 85.4 80,7

田村市 接種者 234 300 357 454 1 3 3 3
対象者 282 336 424 538
接種率 83.0 89.6 84.2 84.9

岩瀬郡 接種者 160 177 189 219
対象者 178 178 198 231
接種率 90.0 99.0 95.0 95.0

石川郡 接種者 319 402 457 465 1 1 1
対象者 353 422 479 520
接種率 90.4 95.3 96.6 89.4

田村郡 接種者 175 186 248 256
対象者 192 235 333 349
接種率 91.1 79.1 74.5 73.4

管 内 接種者 1,529 1,796 1,982 2,188 1 2 3 3 3 4
対象者 1,745 1,959 2,291 2,535
接種率 87.6 91.7 86.6 83.7

結核（BCG)
市・郡 ６か月未満 6か月～１歳未満 計 対象者 接種率

(0歳人口)
須賀川市 695 19 714 713 100.1
田村市 276 3 279 290 96.2
岩瀬郡 161 11 172 177 97.2
石川郡 358 0 358 362 98.9
田村郡 197 2 199 199 100.0
管 内 1,687 35 1,722 1,741 98.9



（２）二類疾病

対象疾病 ワクチン 対象者 回数

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ HA 65歳以上 毎年
60歳～65歳であって、心臓、じん臓叉は呼吸器 1回
の機能障害を有する者等

市・郡 60以上65未満 65以上
須賀川市 接種者 15 11,081

対象者 50 16,930
接種率 30.0 65.0

田村市 接種者 12 7,732
対象者 20 12,788
接種率 60.0 60.0

岩瀬郡 接種者 3 2,870
対象者 10 4,403
接種率 30.0 65.0

石川郡 接種者 4 8,231
対象者 17 12,032
接種率 24.0 68.0

田村郡 接種者 7 5,179
対象者 10 7,752
接種率 70.0 67.0

管 内 接種者 41 35,093
対象者 107 53,905
接種率 38.3 65.1

３ 結核予防対策
(1) 結核登録状況

平成20年の登録者は33名中26名（78.8%）、新登録者においては26名中20名（76.9%)
が高齢者（60歳以上）であり、高齢者等のハイリスク層への結核対策を重点的に推進
する必要があります。
また、治療中の者の確実な服薬のための支援や、患者との接触により結核にかかっ

ていると疑われる者には定期外健康診断の推進など、リスクに応じた効率的な健康診断
の強化が求められています。

(平成20年)

区 分 新規登録 登録除外数前年末現在 年 末 現 在

市町村別 登録患者数 新 規 転 入 登録除外 転 出 登録患者数

平成１８年 60(8) 23(2) 0 30(9) 0 53(1)

平成１９年 53(1) 21(0) 0 31(1) 1 42(0)
平成２０年 42(0) 24(2) 0 35(0) 3 31(2)

須 賀 川 市 17 12(2) 0 13 1 16(2)
田 村 市 5 6 0 4 1 7
鏡 石 町 3 1 0 3 0 1
天 栄 村 1 0 0 1 0 0
石 川 町 2 0 0 1 0 1
玉 川 村 2 0 0 1 0 1
平 田 村 2 0 0 2 0 0
浅 川 町 1 2 0 0 0 3
古 殿 町 3 0 0 3 0 0
三 春 町 3 1 9 4 0 0
小 野 町 3 2 0 3 1 2
＊ （ ）は潜在性結核感染症で別掲



(2) 結核定期健康診断実施状況
従来の結核早期発見対策として行われてきた一律的・集団的な定期の健康診断という

手法は、結核の罹患率が法制定当時と比べ大幅に改善し、患者数が少なくなったことな
どにより、平成17年4月1日から 健康診断の対象者の見直しがありました。
市町村の行う健康診断は65歳以上の者が対象、学校、医療機関、老人保健施設、社会

福祉施設の従事者は発症すれば二次感染を引き起こす危険性が高い職種として毎年1回の
定期健康診断を実施しています。
また、学校における定期の健康診断は高校以降の生徒、学生に対し入学した年度に1回

実施しています。
（平成20年度)

定 期
区 分 学 校 長 施設の長 市町村長 合 計

事 業 所
高 １ 入 所 者 一般住民

対 象 者 4,610 2,242 897 45,655 53,404

受 診 者 3,775 2,208 829 15,241 22,053

受 診 率 81.9 98.5 92.4 33.4 41.3

間 接撮影者数 2,103 2,202 254 14,736 19,295

直 接撮影者数 2,322 9 621 973 3,925

かくたん検査者数 8 2 2 280 292

発 結核患者数 0 0 0 0 0
見
患 結核発病の
者 恐れがある者 0 0 0 0 0
数

(3) 接触者検診
結核患者が発生した場合、家族及び接触者の健康状況を確認するために、医療機関に

おいて健康診断を実施しています。
（平成20年度)

対象者数 受診者数 受診率％ 要医療 発病の恐れのある者 異常なし 経過観察

146 137 93.8 1 0 131 5

(4) 結核患者登録者に対する管理検診
結核治療終了者、治療放置及び病状不明者等の者に対して健康診断を実施するため、

医療機関と委託契約を結び、再発がないか確認しています。
（平成20年度)

対象者数 受診者数 受診率％ 要医療 発病の恐れのある者 異常なし 経過観察

13 13 100 0 0 7 6

(5) 県中地区感染症診査協議会による診査状況
感染症法第24条に基づき感染症診査協議会を置いて、知事の諮問に応じ法第37条の

２第１項の医療費公費負担申請及び、就業制限、入院勧告、入院期間の延長について
診査し答申しています。
感染症診査協議会委員は6名で構成され委員の任期は2年です。（資料編参照）

ア 開催回数 19回（定例12回 臨時7回）



イ 診査件数
医療費公費負担(法37条の2) 31件
就業制限 7件
本入院勧告 7件
延長入院勧告 16件

(6) 結核対策特別促進事業
ア 保健衛生ミニ講座

開催回数 ２回 人数 130名
対 象 者 一般住民等

イ 高齢者施設等
研修会 ３回 人数 90名
対象者 高齢者施設職員等

ウ 「モデル診査会」研修会 １回 人数 72名
対象者 県中地区感染症診査協議会委員、管内の医療従事者

４ エイズ予防対策及びウイルス性肝炎対策
(1) エイズ相談及びＨＩＶ抗体検査

(平成20年度)

相談等件数 ＨＩＶ抗体検査実施件数
電 話 来 所 計 男 女 計

135 119 254 68 36 104

※平成18年1月から即日検査を実施。

(2) ウイルス肝炎一般相談及び検査実施数 (平成20年度)

相 談 等 件 数 ＨＣＶ検査件数 ＨＢs検査件数
電 話 来 所 計 男 女 計 男 女 計
93 162 255 2 0 2 2 0 2

(3) 世界エイズデ－街頭キャンペ－ン (平成20年度)

開 催 日 開催場所 開催内容 配布枚数
20.11.30 (日） メガステージ須賀川 啓発用資材配布 2,500

(4) 講演会の開催
実施件数 ３回 人数 １５０名

対 象 者 ホームヘルパー、一般住民等

(5) 肝炎治療特別促進事業

ウイルス性肝炎患者の肝硬変、肝がんの予防、肝炎ウイルスの感染防止を図るためB

型及びC型肝炎患者のインターフェロン治療にかかる医療費の助成を平成20年度より実

施しています。

平成20年度認定者数 107名


